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｢噛る範囲で規模鰍大しゆとりのある酪農環境勘と高橋春樹さん。
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趣味はパソコンと
人当たりがよく、

め、⑩ 
汁Ｚ

〆蕊
疾熱

頼りがいのある ろん。
為担う
￥汁☆☆☆横領￥

Imillll1l 
高橋春樹さん(25歳）|)１１１場地区

： 

； 繍篝

＿蕎曽幻

今
川
は
、
中
標
津
町
農
協
組
合
長
・
潤
橘
勝
義
氏
の
序

男
で
も
あ
り
ま
す
、
簡
禰
森
徹
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

篠
徹
さ
ん
は
中
標
津
農
業
高
校
を
卒
業
後
、
酪
農
学
Ⅲ

短
期
大
学
酪
艇
課
に
入
学
さ
れ
、
卒
業
後
す
ぐ
に
実
家
一

侃
打
し
、
商
橘
牧
場
の
後
継
骨
と
し
て
頑
張
っ
て
図
奎

（
今
年
で
六
年
Ⅱ
に
な
り
ま
す
）
。

趣
味
を
附
い
た
と
こ
ろ
岐
初
に
、
パ
ソ
コ
ン
と
答
え
一

く
れ
ま
し
た
（
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
る
の
で
本
人
に
剛

て
み
て
下
さ
い
…
）
。
あ
と
は
古
本
集
め
と
い
う
こ
と
で

△
』
、

が
、
特
定
の
ジ
ャ
ン
ネ
ル
し
か
集
め
て
な
い
よ
う
で
す

泓
征
、
農
協
青
年
部
（
幹
噸
）
、
乳
牛
改
良
同
志
会
、
４

ク
ラ
ブ
に
在
糯
し
て
種
極
的
に
活
勅
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
日
標
は
「
ｎ
分
の
で
き
る
範
剛
で
規
膜
』

拡
人
し
た
い
。
ま
た
、
そ
の
中
で
も
自
分
の
時
間
を
持
ち
、

ゆ
と
り
の
あ
る
酪
農
環
境
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
・

て
く
れ
ま
し
た
。
人
喝
た
り
が
よ
く
、
頼
り
が
い
の
あ
一

作
倒
さ
ん
。
目
標
に
向
か
っ
て
更
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

脚
ろ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

〈
行
年
部
腱
政
・
組
織
研
究
委
此
会
鈴
木
達
也
）
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ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の

優
美
と
機
能
性
を
競
う
。

宗告丘 ｢Ⅵ 

瀞
内
一
瀞
を
切
っ
て
巾
標
津
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ

ウ
（
中
標
辨
乳
牛
改
良
同
志
公
主
催
）
が
、

平
成
十
五
年
川
Ⅱ
．
ト
バ
Ⅱ
、
ホ
ク
レ
ン
根

室
家
箭
市
場
に
て
川
船
頭
数
二
十
几
頭
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

審
謙
、
に
は
牌
原
洋
氏
（
巾
春
別
酪
農
家
）

が
的
確
な
審
盃
を
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、

デ
ー
リ
ィ
ク
ィ
ー
ン
に
は
小
川
典
利
子
嬢
〈
開

腸
中
本
牧
場
実
稗
碓
）
が
シ
ョ
ウ
に
花
を
添

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
以
下
の
辿
り
で
す
。

Ｅ刊

第42回中標浬Ｂ＆Ｗショウ

、グランドチャンピオン

ミラーカーネルデユークiノ寺'1烏淳一氏

。リザーブシニアチャンピオン

オレーターマラトーンプリンセスサ川村航と氏

ｏジュニアチヤンピオン

ハピイイーストカーネーシヨンシスラバーサ楠付稔氏

●リザーブジュニアチャンピオン

エクセルシアＲI）パツシヨンリ.久保剛氏

●プレミアブリーダープレミアエキジピター久保剛氏

●最多出品者久保剛氏

、ベストアダーチャンピオン

チエリーヒルジヤツキーミックスバイントノ鵬ル・瀧一氏

上司

高能力゜長命運塵のための体型とは

平
成
旧
年
度
中
標
津
乳
牛
改
良

同
志
会
乳
牛
審
査
講
習
会

今
年
度
、
作
一
瀞
の
行
蛎
で

あ
る
審
代
榊
稗
会
が
、
平
成
卜

Ⅲ
平
川
Ⅱ
ト
ル
Ⅱ
、
ホ
ク
レ
ン

根
宗
家
帝
巾
場
に
て
、
わ
れ
ま

し
た
。
識
帥
に
は
南
中
鵬
作
幸

一
氏
を
迎
え
、
各
支
部
よ
り
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
を
持
ち
寄
り
絲
産
、

木
経
』
雌
の
兄
方
に
つ
い
て
勉
強

し
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
体
型

が
衙
能
〃
で
艮
命
連
雁
す
る
の

か
な
ど
、
参
加
片
も
勉
強
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

午
後
か
ら
は
焼
肉
を
囲
ん
で
懇

親
会
が
行
わ
れ
、
会
旦
間
の
怖

搬
交
換
の
場
と
も
な
り
ま
し
た
。
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平成15年蘆加工原料乳生瘻者補給金単Iili等について

１．カロエ原料乳生産者補給金単価

（平成14年度）（平成15年度）

１１．００円／k９→10.74円／k９

(対前年比）

(▲26銭／ｋＲ）

２．限度数量

（平成14年度）

220万トン

(対前年比）

(▲10万トン）

（平成15年度）

→２１０万トン

〆､

緊急酪農生産蟇盤改善支援対策事業

１．事業の内容

(1)優良後継牛の確保対策（能ﾉjの高いと|こづくり）

優良な種雄牛と乳用雌牛の交配に対し、その総l1iの一部を助成

１頭あたり助成単価

①能ﾉ｣検定優良雌･'卜（20％)×優良な種雄`卜(検定成紘トップ10…4,000|ﾘ／頭）

②能力検定牛又は澄録牛(30％)×優良な種雄牛(検定成紙トップ40…2,00Oﾄﾘ／頭）

③一般牛（50％)×優良な種雄牛(検定成紘トップ40…1,OOOIII／頭）

対象農家は純粋種交配を概ね５割以上行っている農家

(2)受精ﾘⅡ移il:『〔技術の活H1対策

■sへ

優良雌牛を効率的に確保するために、受wi9II移械技術を活川することとし、その経費の－部を

助成する

①優良な受精卵の移植…10,00011]／頭

(3)乳牛の飼養管理改静対策（丈夫で健康な''二づくり）

牛群検定組合が乳牛の飼養改善に向けた様々な取り組みを行った場合に、必要な経f1iの一部を

助成

集団当たりの助成額は改良集|寸lの頭数規模等に応じて設定

①１組合あたり平均200〃｢リ

なお、詳細については決定次第ご報告致します。

'４ 



平成15年度用途別原料乳価格

生乳受託販売特別委員会及び生乳受託販売委員会に於いて、生乳受託販売基本方針が決定され

たことから、主要乳業17社に対し交渉が開始されております。

〈基本方針〉

①安定的な11三塵確保を旨とした過剰脱脂粉乳在)ilHの早期解iiIi対策を実施す愚

②'１j場の実態を踏まえ、酪農経営の安定が図ｉしる生乳取り|を行う

戸口

上記決定に基づく交渉内容は

⑦学校給食向

北海道による入札時期との関係から「平成14年度価格（831Ⅱ]95銭／1(9)据綴き」で決粁をIxlる

①加Ｔ原料乳

酪農乳業情報センターが公表する乳製品価格、需給動向等の'１j場実勢を参照の上、「現行価格

以上」で交渉を取り進める

⑦生クリーム等・チーズ向

国の助成事業に基づき、搬縮乳、脱脂濃縮乳数1ｉｔの拡人に向けた取引を雑木に交渉を取り進め

る

④飲川lfU

府県広域指定I』体、全|副連等の交渉状況を踏まえ取り進める

(①北海逆酪農体質強化対策事業

艮斑乳牛産対策や生乳と|當産難盤の維持、拡人にlhlけた具体的かつ効果的な対策について協力を

求める

Ｅ－コ

●ユ■～=

-凸Ｐ｡

[ぬ＝イムボヰ毒か超Ｆｊ
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ＪＡ中標津15年度

前期選定種雄牛，ｉｉｉ決まりました。
それぞれの改良目標に向かって.′家畜改良課より

■■■■■■■ﾛ■□●●ＧＧｑ■●■■■■■■■■●■□■■■■■｡●●●Ｃ００ＣＯ◆００◆ＤＯＧ■●●⑪■■●■■■■●■■■●■●■ご◇●ＣＯＯ◆CCOp0Op0c●●●●●●p■｡■■■■■■■●■■●■■ｂ■■｡■■ｐqひ■●●■●●Ｓ●のりｃｃ■早い■￣■■￣■■￣■￣■■■■■■■■ロ■■￣■■■

あすい怖てドト極に１１Ｉど体は別改紙
}）へた液いルロ雄応と、型１－今表良が』ｉｆ
ま多だがまフン』'二え，'1,,ｉまシーＩＩｉ１のlii］公成
す少けあすががのらがたヨ極、辿志雀十
％時＃Ｌ札・そ＝父れあ、１類Ｉり会さ丘
，,Ｍばぱそれ種別ろ’）’''１ｉタと几決でれｉ'二
の早各のぞ類にも、格イリｉｉｊ極ま選家度
必怠担他れ、兄のそもプ能類Ｉ）定畜前
笈に？１，，－とジてとれ’１，ノ」でま会改期
と）,，なＩｌｈ極ユみ忠ぞ百レタ種し識良種
す葱ど）'１類ラまいれ’リツイ雄たを諜雄
る数にしと’すまの’ドプ牛｡’淵、牛
物し巡たな、とす要’ｌＬ１牛、の催乳の
もま緒いつルパ･望千な，蔚父し’'二成

ホーネットの娘牛

蕊
｢￣ 

し厳採数llZI農１１_てのしれ川
くし美’１１に７鵬協Ｋ橋ノノルお係まてが|ノリ
おく津１１１１股｜毛選８２衛毛願十ＷすいｉｊＭ）１
願、福とｌノ８イ１１筵へく和いに。る脇よ
い採にしは、和と北Ｈ極致つま方さり

洲：舳鯉鷺ifliFまた？辨

噸1琳繍&窄鱗ド
鵬舟授ⅡⅡ茂霞二６は、定お検ｗｉ
灘iillMii頓#蝿：iｉ

セルテイツクスプレンダーガール

●中標津町／斉須清志氏所有

ＪＡ中標湾平成15年度後期選定種雄牛

父価格ｌコメント略号名 号
Ｆ、

ﾘﾂｸ４０(IOlTPI41＃肢蹄の改良に腰ｊＬ､鶴し"の,iiiさ鰯は憾ﾄﾞでアウトクロスlHO6149ウエルカムカーター

lllLl662ライスルストﾏｰｼﾔﾙＥＴＥマンテル'4,0001TPI郷|((｣lﾄｻｳｽｳｲﾝﾄﾞｹｲで能ﾉjと体型のﾊﾞﾗﾝｽが良い､能ｿJは全米ﾄップクラス

721117581ｺﾑｽﾀｰｴﾙﾋｰﾛｰｽﾞly「ノイソン14,0001タイプ+16満さ+16.ｻｲｽﾞ+1に好|ﾄﾞ型ﾒｲｿﾝの代喪i鑓i楢碓牛､分娩鰯高〈繩注意

B9H7(】０１サマ→エイドインクワイアージユラート1.000?IZiiil1Uiiit､ｻﾞU噸は理想iMJd1if7L性は蝿ド

3HO3W1）ロイレーンジェスｐＥＴジユラー3.000NTPt[ｴ|制3(i[､ｉｊｔ鍛蝉llU､禿ﾘｲさに腐み'禰勵1.ｹ)な'樫､鵬し器力塒徹

3H513111ﾙﾝﾄｸﾃｲﾝﾊﾟｿｸﾅｰＥＴラペール3,000NTP翁|到剃l“催しい後乳I】>の幅と｢iiさ能力も,械分で安定したｱｳﾄｸﾛｽﾌル

３H51532ヘンカシーンホーネットＥＴｌル1Jルフ3.000NTP鋼輔101k､エムヒラリーの娘にﾙﾄﾞﾙﾌ､I蝿改良のｽペシャリスト

パトロン31000NTP全|蝉7(1k､しっかりとした孔ﾉﾙﾄ１粁､また好成分51151169ＲＣＡアトロンＥＴ

↓H513l〕ＳﾊｯﾋﾟｰｸﾛｽﾍﾟｲﾄﾘｱｰｸＥＴＩパトロン3,0()01Ｍ１，綱輔2仇ﾃ鑑一リーｷｬﾗｸﾀｰに蘭み､腰から尻にかけては理想ｉｉｉ

29H9剛サンデルルーフ《ルーリポンＥＴｌﾀﾞｽﾀｰ3.0001サウスウインドケイのファミリーで|(《型､孔器､肢鏑の改良に期i#

3HHl懇ﾎﾅﾐヱﾑﾋﾞｰﾋﾞｰﾎﾟｰﾗｰﾏﾝＥＴパトロン２`OOOlNTP翁ロ鋪111t､安定した能力と孵し瀞､また糠擁、として601(

31151402ﾚｰｶﾞﾝﾙｽﾄｊＢラモンピＴルドルフ’2.000|NTP全|聯17位｢声ｾｽﾃﾞﾘｱ｣7ｱﾐ'1-で|Ｉ型.；し躍の改良抜群｡ｼｮｳﾀｲﾌﾞとして剛iザ

311513071ﾊﾉｰﾊﾟｰﾋﾙタイタンEＴメがくツク'2.0001NTP制是|鯛21仏好lil亡型JW\鵬で高?LllIhまた未幾１M1ｍとしても0Ｋ

311513231ｱﾙﾀｼﾞｴﾝテルＥＴｷｬｯｼｭlLOOOxTljtlrl輔34位､安定した泌乳能力でIlx型iiiにおいてもｵｰﾙﾌﾟﾗｽ

31I511JOlﾋﾞｼﾞﾖﾝｼﾞｴﾝｼﾞｴﾂﾄｿﾝＥＴ７ｵｰﾒｰｼﾖﾝｌ５００ＮＴＰｔ[鞭69位､i樫のﾌｫｰﾒｰｼｮﾝの息子'Ｍｌ型､7鴎改良のスペシャリス１

レッドブル(赤牛】

III60751キン奴ﾗﾝソンルデイレソFETインハーォー3.000安産型でi職と乳成分の改良に優れるレッドフル(赤牛】

lILl8SOlミスターレインポウレ'ﾉ繩Ｔﾆｰﾒﾝﾀﾑ３`000受lifi率が良く､I綱Lillii分で８１１１檜ｻﾞﾋlli力襖しルッドフル(赤ﾉ'二）

￣寺

６． 

略号 名号 父 価格 コメント

HO6149 ｳエルカムカーター ﾘﾂタ '’0(10 TI>141k肢蹄の改良に傷ｊＬ､擁し"のIiiiさ､鰯は蝿ﾄﾞでアウトク1ｺス

llLl(】(j２ ライスルストマーシヤルＥＴ Ｅマンﾃル 4ｬ000 TPI郷|((｣lﾄｻｳｽｳｲﾝﾄﾞｹｲで能ﾉjと (型のバランスが良い､能ｿJli全米トップクラス

2111758 コムスターーエルピー｢７－ズｌｙ「 ﾉイソン 4,000 ﾀｲﾌﾟ+16､高さ+16･サズズ+1に好|ﾄﾞ型､ﾉイソ ｎ代遊徽ii観緋､分娩雛馴高〈驚曜注意

ＩＨ７()０ ｻマーシエイドインクワイアーー ｼﾞﾕﾗｰ 4.000 ?[瓦iil1u世.ｉＷＩＹは理想iMJで擁?Lu:'よ拡群

IIO3W9 ロイレーーンジエスロＥＴ ｼﾞﾕﾗｰ 3,()0０ NTP命[ｴ|剃3(i[､ｉｊ鑓得点鯏Ｉｕ､ﾁﾞﾘｲさに閥 噸十ｹ)刺樫､鵬L器力塒徹

1151311 ｸ'し'ントクテインパソクナーＥＴ ﾗベル 3,000 NTP剥到調ｌｌＷ富しい擁しI】>の幅と｢iiさ 力も,iii成分で安定したｱｳﾄｸﾛｽﾌル

H51532 ﾍﾝｶｼｰｰﾝホーネットＥＴ し1Jﾙフ 3`000 NTP全凶緬01,k､エムヒラリーの蝋にルドノ 伴型改良のｽペシャリスト

1151169 RCAアトロンＦ１ 'ｆﾄロン 3,000 NTP全|蝉7仇しっかりとした孔ﾉﾙ付総ま lf成分

H513l】8 ﾊｯﾋﾟｰｰｸﾛｽﾍﾟｲﾄﾘｱｰｸＥＴ パト｢]ン 3,000 MYj余E]輔2位､ﾃ昭一リーキャラクターに篇み､腰から尻にかけて 理想１１１

lX9330 サンデイ`ルーーフ《ル・リボンＥＴ ﾀﾞスター 3,000 サウスウインドケイのファミリーで|(型､孔器､肢鏑の改良に側

3Ｈ513 ﾎﾅﾐｴﾑﾋﾞｰｰﾋﾞｰﾎﾟｰﾗｰﾏﾝEＴ パト[ｺン 2,000 NTP今ロ鰍111t､安定した能力と孵し瀞､また辮織１１１として )Ｋ 

311514()２ ﾚｰｶﾞﾝｸﾚｽﾄＪＢラモンＥｌ ルドルフ 2,000 NTP全|聯17位｢声ｾｽﾃﾞﾘｱ｣77ﾐﾘ－で１１型.；し躍の改良抜群。 ｳﾀｲﾌﾞとして馴待

31i51307 ハ／--パーヒルタイクンEＴ メがくﾂタ 2,000 NTP今lKl蝋21k､好lil亡型Jni\鵬で商?Ｌｌｌｔ､また末縫jM1mとして

31151323 アルタジエンラノンＥＴ ｷャッシュ LOOO XTljt[rl鯛4位､安定した泌乳能力でIlf型iiiにおいてもｵｰﾙ： ス

31I51MO ﾋﾟｼﾞﾖﾝｼﾞｴﾝジェット､"ＥＴ 7ｵ･-ルシヨン 500 NTPtlﾕ|郷91Ｍ樫のﾌｫｰﾒｰｼｮﾝの息子'Ｍｌ型､7鴎改良のｽペシャリスト

1116075 ｷﾝｸｽﾗﾝソンルデイレッFＥＩ ｲﾝﾊｰｫｰ 3,000 安産型で肢蹄と乳成分の改良に|麹Lるレッドフル(赤:'3）

llI』'880 ミスﾀーレインポウ ﾆーノンタム Ｍ)0０ 受lifi率が良く､,ii乳ijii分司樗tlli力襖もルッドフル(赤ﾉ'二）



生産技術
、００

ＤＣ⑨。。。。。。。⑥⑪⑥。。｡。。。。、ｏｏｏｏｏｏｏｏｃ
Ｏ⑥ＯＣ 

亘
いつも心に安全＆クリーン

設

北根室地区農業改良普及センター

一
、
農
作
業
事
故
最
新
情
報

平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
九
月
三
十

一
Ⅱ
ま
で
の
根
室
篠
内
の
農
作
業
事
故
の

う
ち
、
負
傷
事
故
三
１
五
件
）
の
概
要

を
報
告
し
ま
す
。

率
い
洲
セ
ン
タ
ー
符
内
は
農
作
業
事
故

が
少
な
い
の
で
す
が
、
本
格
的
な
農
作
業

が
始
ま
り
ま
す
。
「
安
全
作
業
」
を
合
い

』
両
葉
に
蛎
放
の
な
い
〃
Ｈ
を
送
っ
て
く
だ

さ
い
。

①
月
別
の
発
生
数
〈
グ
ラ
フ
二

四
月
の
躯
故
の
内
、
搾
乳
と
飼
料
給
与

が
そ
れ
ぞ
れ
二
件
、
機
械
点
検
・
修
理
、

分
娩
補
助
、
除
角
、
作
業
機
か
ら
の
転
落
、

馬
捕
煙
が
そ
れ
ぞ
れ
一
件
で
す
。

②
年
代
別
の
発
生
数
（
グ
ラ
フ
ニ
）

多
い
順
に
四
十
歳
代
が
上
人
、
二
十
歳

代
が
Ｌ
ハ
人
、
三
卜
歳
代
が
五
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

③
男
女
別
と
作
業
別
の
発
蛎
数

（
グ
ラ
フ
三
・
グ
ラ
フ
Ⅲ
）

搾
乳
作
業
時
の
蛎
故
は
男
性
が
２
件
、

女
性
が
凶
作
で
す
。
男
性
の
似
故
の
二
刺
、

女
性
の
珈
故
の
約
半
数
が
搾
乳
時
に
起
き

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

④
発
化
場
所
（
グ
ラ
フ
Ⅱ
）

負
傷
躯
故
の
六
割
が
牛
介
内
で
起
き
て

い
ま
す
。
搾
乳
が
上
作
、
牛
の
移
動
が
Ⅲ

件
で
す
。

こ
れ
ら
の
作
業
は
征
Ⅱ
繰
り
返
さ
れ
る

「可

た
め
、
服
故
に
遭
う
機
会
も
多
く
、
牛
に

蹴
ら
れ
た
り
、
踏
ま
れ
た
り
、
迦
路
で
の

極
倒
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

馴
れ
た
作
業
で
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

（
藍
グ
ラ
フ
は
根
霊
文
庁
が
と
り
ま
と
め
た
飲
価
を

蝶
に
辨
及
セ
ン
タ
ー
が
作
成
）

グラフグラフ２

年代別尭竺散(負穐率故･根室督内･１４年)’ |月別菟生数(負侭１１故・根室管内･鴻年)’

件

国鴇代８０歳代
】415

驫蕊

０
８
５
４
２
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２０歳代
,幡

ｉ
 

ｔ
 

嵯
峨

■ｺﾞロ
１
 

１
 

腿
独

甥
に。ｑ

ザ
馬
Ⅱ

Ｂ６ 

霧;霧iｉ

ｕ
【

-腱
； 

） 

一

】１１１１回六
ｑ 

『
［

４０歳Ｉビ
ワRhB

30堂1ｔ
２“ 

4月５月６月７月8月ｇＥ

グラフ２

|男女別発生数(負侭頚敗･根室管内･14年)’

グラフニ

長
か
っ
た
冬
も
終
わ
り
、
野
が
祷
け
る

と
Ⅱ
に
付
く
の
が
ゴ
ミ
で
す
。
農
作
業
が

本
格
化
す
る
前
に
家
の
周
り
の
冊
除
と
片

づ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

発生場所(負侶事故･根室管内･14年)’ ｜｜、

鴎 女
パ】ごツクpＬ１

春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

グラフ４
椣軍
ＢＮ 

酷

(鐸別発主欺(負鰯駆故･製室鵡内･14年)１
件

r， 

５
６
４
２
、

~。

４４ 

｣叩前古六六六六肉
牛舎由
６４Ｍ 鮫地内

１s昭

麓 鶏溌

７ 



アイドル
■Ｌ￣ 

U■ 

パパやママのお手伝い醤できるように
なってきた首惠ちゃん。

す
っ
か
り
李
作
ら
し
く
、
桜
の
開
花

を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
た
今
月
の
人

気
満
は
、
俣
落
地
区
・
遮
藤
昭
男
さ

ん
宅
長
女
・
面
忠
ち
ゃ
ん
で
す
。

Ｇ
Ｗ
真
つ
ば
巾
、
保
育
側
が
お
休

み
の
、
の
取
材
に
「
こ
ん
に
ち
は
～
」

と
、
少
し
照
れ
な
が
ら
元
気
に
出
迎

え
て
く
れ
ま
し
た
。
辨
段
は
写
兵
人

好
き
で
、
自
分
か
ら
搬
影
を
希
望
し

て
モ
デ
ル
バ
リ
に
？
ポ
ー
ズ
を
と

っ
て
い
る
と
の
月
恵
ち
ゃ
ん
も
、
さ

す
が
に
今
Ⅱ
は
緊
張
気
味
。

早
速
、
取
材
朋
始
！
キ
テ
ィ
Ｉ

ち
ゃ
ん
と
卯
シ
三
フ
ー
メ
ン
が
大
好
き

だ
と
い
う
、
恵
ち
ゃ
ん
。
保
育
閲
で

は
何
を
し
て
い
る
の
か
と
熱
れ
る
と
、

「
お
外
で
ど
ろ
ん
こ
遊
び
と
か
、
お

ま
ま
ご
と
を
し
て
い
る
の
～
」
と
、

茶
Ⅱ
っ
気
た
つ
ぶ
り
に
応
答
。
マ
マ

Ｈ
く
、
男
の
卜
の
お
友
達
が
多
い
の

で
本
当
は
、
チ
ャ
ン
パ
ラ
ご
っ
こ
を

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
か
（
笑
）
。

お
家
で
の
行
忠
ち
ゃ
ん
は
、
小
介
ま

で
放
歩
に
出
掛
け
た
り
、
お
絵
か
き

し
た
り
、
ビ
デ
オ
を
観
た
リ
の
他
、

時
に
は
あ
ま
り
怒
ら
な
い
二
人
の
お

兄
ち
ゃ
ん
に
職
い
を
挑
ん
だ
り
？

典
似
ば
か
り
し
て
、
で
き
な
い
こ
と

で
も
無
理
し
て
や
ろ
う
と
し
た
り
・
す

る
以
外
に
お
て
ん
ば
さ
ん
を
所
も
…
。

蛾
近
の
石
忠
ち
ゃ
ん
は
と
い
う
と
、

マ
マ
の
お
手
伝
い
で
茶
碗
洗
い
を
す

る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
買
っ
た
ば
か

り
の
自
転
巾
に
ま
た
が
り
特
訓
中
と

〆司、

大
成
長
～
！
そ
れ
か
ら
「
ベ
ー
ベ

（
牛
）
を
け
っ
飛
ば
し
て
、
動
き
な

さ
～
い
！
っ
て
お
仕
事
も
す
る
の

～
」
と
白
恵
ち
ゃ
ん
。

さ
て
、
そ
ん
な
行
恵
ち
ゃ
ん
に
大

き
く
な
っ
た
ら
側
に
な
る
の
か
等
ね

る
と
、
強
く
て
優
し
い
オ
オ
カ
ミ
と

ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
に
な
る
ん
だ
と
か

？
（
パ
パ
曰
く
ビ
デ
オ
の
観
す
ぎ

か
？
は
た
ま
た
、
今
一
番
興
味
を

も
っ
て
い
る
動
物
間
が
影
弊
し
て
い

る
の
か
？
～
笑
～
）
そ
れ
を
剛
い
た

ハ
バ
と
マ
マ
に
も
鍬
ね
る
と
、
「
辨
迦

■ 

「

鎧 GＩ 缶；

f~、

の
お
嫁
さ
ん
で
い
い
よ
（
本
人
は
お

嫁
さ
ん
に
與
常
に
照
れ
て
否
定
し
ま

し
た
）
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

何
だ
か
、
お
兄
ち
ゃ
ん
達
と
少
し

離
れ
て
い
る
せ
い
か
パ
パ
は
一
番
！

マ
マ
は
も
ち
ろ
ん
、
お
兄
ち
ゃ
ん
達

も
問
恵
ち
ゃ
ん
が
可
愛
く
て
し
ょ
う

が
な
い
し
、
成
長
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
み
た
い
。
そ
ん
な
家
族
の
気
持

ち
を
満
面
に
受
け
て
育
つ
石
忠
ち
ゃ

ん
。
オ
オ
カ
ミ
で
も
ラ
イ
オ
ン
キ
ン

グ
で
も
な
い
？
強
く
て
、
や
さ
し

い
素
敵
な
女
の
ｆ
に
な
っ
て
ね
！

Ｌ 

泥ニョ塾

岸
一

』
牢

Ｐ 

■
 

Ｉ
Ｉ
Ｂ
■
、》
穂
雌
蝋
』

遠藤百恵ちゃん
えんどうももえ

1999年９月22日生
遠藤昭男・美智子さん夫妻の
長女として生まれる

一ｈ

JJRP 

Ｆ
６
 

ノ、

８ 



鍛艤一利用組第14回iil儂；ﾍﾙﾊﾟｰ利用組合通常総会
－｡ 鋼

嗽

技
術
の
向
上
と
信
頼
さ
れ
る
ヘ
ル
パ
Ｉ
を
要
請
。

れに，ｌｉ長斬拶まニル
下ま人'腿か出の上しトパ筋
成しＩ)のら|ｌＩＪ後付た｛１１卜
十た、竹祝典、砿｡、利［JL1
1L1・全村辞、、１１）上農川’'１１
年瀧氏をフ農利協組ｊ１１
度案をいア協ＩⅡ会介襟
稼原選たム・組議迩津
働案出だ．IHi合霊fMr1HJ
実皿しきエｈ(iiiをで総農
紙リ縦、イ組の｜)Ｍ会協
はノ1t案議Ｆ１合ＩｊＭＩｉｉｌが酷
、認審１ミノト典会さＵリ農
延さ談に社、挨九）］ヘ

ill 
■ 

認

篝鞭
凶

７F 

=、
悲曜
一p

飴Z￣￣ 

０
日

■＝。【咄
叫
勢
い
Ｆ
「
』

一一吋似
荷
台
儘
一

繭

長

￣ 

些
副
組
合
長

￣￣ 

努いまⅡ11れつた業を病’１１１パ’）と五・対く
めてず解まい－，総のそ時地’ままな！」［JU応Ⅱ
ては.として特会允れ利戦利たしり、．－数
ま優まごた、別に実ぞ１１１癖）Ｕ、た、青Ｊ［、－
い光た脇の｜ﾉｌ対･お仁れ円iIl営拡lIi5o計年Ｈ】Ｌ、
'）的、力で税応い努笈ｉｆ｝接人イドiimi対、六三
まに紫を、か科･てめ施化支惟にを応傷○＝
す対急お紐ら金談まし特払遮りＩ上二病Ｈ三
.応特駈谷外の案し、別いＺ１ｆきｌﾛ］一対、・
で別い上ｉ税ｉｌｌｊ提たヘズiMiリ業統る三応特ノｉ
き対Ｈ１’艀に鷲’''１．ル策度Ｌき実・三別Ｆ１
る施し様改税しパＪｊＦＬ門弓紙五四吋へ
よにこの’1ミニま１業司’'１へとⅡ五応ｊｉｎ
うつげごさにしｌｉＬ傷’'１ルな－.二徽

～ 

酪農ヘルパー利用料金

１日当り
◇日中特別対応

・作業内容給餌作業及び除糞作業に限る

・作業時間２時間以内とし、次の時間内に

処理できるものとする

午前10時-12時

午後１時～３時

○業務内容搾乳。飼料給与・哺育・除糞等
の日常作業代行

○稼働時間１日７時間以内（朝・夕各３
時間30分）

派遣対応 １名対応 ２名対応

jmfMrAl応 １５.OOOllI(外税） 3(Ｍ)O01II(外税）

特別対Ｉｆｊ ]8,00()|リ(ﾀﾄ税） 36.()OOIuI（外説）

傷病対ｌｌｉｊ 1L5001Il('ﾉl税） 23,00()''１(|ﾉl税）

Ｉ１ｆ年吋Lij 16,00()lリ(ﾀﾄ税】 32,0001'](ﾀﾄ説）

'1諦問タトズリ･応３０分LOOOlリ(外説）３０分2.0()OII](外税）

'''''９１#別ﾉ６１応１１１１１５，５()()ｌＩｌ(外脱）IllI11L()0()1リ(ﾀﾄ説） 「､

⑨●⑥⑨｡●●●●｡●●③④●●●●○・⑤③｡●ｅ②ｃｃ②④⑨の●●のＱＤの②ＣＤ②⑨⑭③⑤③の②②②の⑤④⑧③②②④⑭②⑤⑭

|…憲艤…『いつぷくの会』で楽しく交流
勉強会もメモを片手に真剣に

しまの＝￣一ら婆１でれ小にいる人公仁の
たでイiL案、
｡ｨ｢食が趣,ルⅡ《皇Ｚ灘灘鯛'狂《雛：Ii1含iド

瀞:雌繍iii葎徽灘
;灘iiili蟇騨鰄輔
舎Ⅲ一雨隆雄州;||雛綴鰹塾，
のり、の
エミ

な後一｛（;し１【しのしオも全係る始参二にをつ
り二）１１ﾉﾘ）］て橘た｜多ｉＬＬをた゜加十つ会ぷ
まⅡ『－－述も動・パ数そ、め統す－オＬ場く

IｻﾞLu& 

Ｕ
ｉ
 

i－ 

ｌｇ 

派遣対応 １名対応 ２名対応

j山ｆＭｒＡ↑応 15,0001Ｈ１(ﾀﾄ税） 30,0001'j(ﾀﾄ税）

特別対Liji ]8,()0()llj(外悦） 36．()0()IIj(外説）

傷病ノｈｌ応 11,50()''1<|ﾉﾘ税） 23,()0()|リ(|ﾉl税）

I1j・平スリＩＣ 16,()0()lリ(ﾀﾄ税） 32,()00111(ﾀﾄ税）

'1作|}{】外ｽﾞｨ応 30分1,0001リ(外税） 30分2,0()OII](外脱）

''''１特別対応 エ''115,5()()|【](ﾀﾄ税） IlM11l,()0()1リ(ﾀﾄ説）



個性と能力を発揮できる
組織活動を｡ノ

－
１
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肝
一
日
ロ

露
四
月
十
六
日
、
食
品
加
エ
交
流
部
会
の
第
二
回
通
常
総

会
が
、
農
協
中
会
議
室
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

I全一

ｲｷﾞｰ、

D 

P■■ 

鑿
一

轤
翼

しｌｌﾄ１に「改案ｉ汁決会分’）」ミｉｌｌＬまれｉｌ１修験lIij1なセ１１’がのな』１及
今た｜鵬ⅡＭ総し造が'111算と透け繩辞’）総たす公を拠っモ機ら、１１１）数ぴＩ１ｉ：

噂・瀦議灘,'１ｉｉｌｊ淵わきを、会ｚ；・迦点た二i'１３解妻もそ`'：、ビ丁た、皿馳礒1MiL槻lliIネギ螺践Ｗ蝋,iii鮭澱ｌＩ
Ｖ 

ｉ溌灘蹴識ＩＭＩ蝋
勢慨蝋鱒辨轍鮒雄iIIるまがＬ

『＝

嘔協☆う躍能し弓
|活経部慌会ＡＩＩ間ｌｊ政でＪルノ」て食
２憐会部公選す感を，1:：_
｜企にＩ１ｉｉｌ、会１とさ゜あヅビｉｌｖを
３１iliillU災れる押し奴
７１ilLすた活で、Ｉ）
２細る｜｢ｌｉ命リlii及役lIij）きり巻
ｌ織おIWiilliI］Ｉ［」lＨｉｉのる１〈
稀広ＩＭＩlｊ（路は腰細ダ環
へＷ１い（ｉ恭眞八次，)ﾄ|織，」粥
係合合』．、ｌｌｌｌｌｌ」のがｉバ行の
まわ 〕ミ栄辿〃］Ⅲ力成’'１

でせ、mi4噛些,Miで
はじ延延じすきよ，,ｋ率
UII1 
L÷ 。ぞりとⅦ；

乳
Ｉ

Ｍ
Ｕ
Ｊ
・

亜
一
■

（ 

L 

CbJ 

再任した役員の皆さ人
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￣ 

四
月
二
十
一
日
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
集

い
、
四
月
二
十
四
日
青
葉
会
の
集
い
と
、
女

性
部
組
織
の
行
事
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

女
性
部
活
動
を
よ
り
活
気
づ
け
る

フ
レ
ッ
シ
ユ
ミ
ズ
と
青
葉
会
。

■
『
、
■

フレッシュミズ｢生パスタ､に笑顔が二ほれます

が迎とた以久藩iiWliliiうばいがた作しんｉｉｌｉ顔しだいば篭
今えり探外性フーlIi力をし染るい゜リエｉ'『へ,F)ｊをで谷さ、－，にブ
イ1三たあ求の／ｉｌｊレを、IiiIドヅし、左ｉ''’二Ｌ雄；ｌｊのこきうなで下てし
６女る心フポ'’シ透析しシんこが喫んに公幌iiI･ぽあ総がき作十ツ
IUl性元あし繩シＨ１,今谷ユでんらかにては－１，，ｉｉしか会らあり＿シ
iゲ部気るソでユし」をうミおにら桃や１．，を、なつを、が他人ユ
でをな｛ハシあミ終に総ズリや、ｌｉｉｆくき膿選所がた行今つ（のミ
さよ【iIi1jiカユリズＴ《溌会｜'iｌまくちしＬ人堆｜'''会ら科いイドたス参ズ
そり、)）、らな、し原を様しづよた作の農し」ミ、｣J,！ま度もタカⅡは
うｈ'１とＩ'；しか１１「ま！)'ｉ１%１．たく－，こり参村終にフのしのの￣の、
で気、蝋いら蝋し代’１Ｍｆ１ｚ。’)ととに、'１炎「良しおた活を科も2,ド
すづ’【公イゲ、会た災し’１１１終にしの桃の流し【[ミツい゜１，｝径１，１１と印
･け卜らさ本い゜さ、の「参たあlMkも脳ま路シしな父散、謝
る周しに’ｲくずんＩｌｒｉＪｉｒ後ｊⅡ１コるしと股し忠ユさど仁室，「ＥＩＩ
活年い満活れへ蕊IIi1）は部ツ部ま‐；同た美ミにをいを，ｉｉｉ１ｗ
ｌｉ力をゆちｆＩ６Ｉ兇会,ｉｌ、其の』ｉし下ク･ざズ笑‘活た行，,】修

H詞Ｉ

●。●●●●Ｏ⑥●●の⑧●●●●００●⑥●●⑥●●●●●●００⑧●●⑥。⑨。●●●｡｡②●⑥②⑥。⑨●⑥Ｃｅ●●●●⑥⑤⑤⑨Ｏ①⑥

鏑
ばし顔’）１ラ横
かスのゲまムパ川今
I）解絶’しトラ部イド
の消えムた｜に腿哩
倒仁な’１１.タしのｆ,ｋ
ｊＬきい゛ルて挟初
るた参お｜[Ｍの拶の
ビの１１Ⅱし人父のｉｆ
ンよＭ１やｌｉｉＲ流後，ｌｉ
のｌｊｌべで会、と
快１のりのをイドい
i，司はス含ルｉう⑰二Ｌ

がと′１，も夕め、こ
終、’１ち’た」|ｈと
姑門はろト、区世

かん卜鍵を字荊|｣|｜オフスん

五
月
一
日
、
女
性
部
三
層
合
同
の
ボ
ウ
リ

ン
グ
交
流
大
会
が
ウ
コ
ウ
ボ
ウ
ル
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

､ ス
ト
レ
ス
解
消
に
ロ
快
音
ノ

いお，;｜今１１１１り代一るｊｉし
。友１i】ｊｉイド人’1↑各江ゲ’１，，
進さの数ｆ'二笈さ｜とチス

綴if郷ｷﾞﾑ鯏飴
補艀７灘賑鯏
ふま’|ｉ〈ンれ￣はた盛ス
るす‐もなグま以、。’）ぺ
つの盛か交し下優｜ニア
てでりつ流た､勝が’
二、だた人゜横しりな
参ヤlテくも会｜Ⅱたをど
加ささのよ部麿み紬
「んんのり１&瀬せ１１'，
さ！で、参よ・下たす

''１ 



笙産部酪農課＝＝平成15年度詞Ａ中標津青隼部 QzLaZZt〃ＨＨｇｈ 

iUk １，liiI 片ヰーヨーニ屋５~.ﾛ

q 

ＤＵｌ 

Ｔｍ 

４ユヴ ｜｜｜｜・
白白一第１弾､1P 

[Ｈ ？
．
 青年部部長

佐々木大車甫
青年部新人

ii嬰坂直俊ビ

私は、俵橘地区で酪農維鴬を｢jっております、代々

木人iliiliです。

今、４１:乳を人ｊｌｔにｲ'を)龍する''iが{Ｍくる技術と､手i｣：

については確立しつつありますが、ｌｌｆｆ'２部活動孝皿じ

て、様々な耀莱の人と交流を排つようになってから、

,,三雄される生乳の!!,,i質は、本当にこれで良いのかと気

付き、今後の,]標として史に、ilIJjIlMFrを''指して'『き

たいと勝えております｡

この7,#は、」,ﾐ乳を,k産する乳,卜がいかに腿｣j〔である

かがポイントとなる,【から、現化の施設をよ'ノイj効i'<」

に機能するように、観察と［夫、そして研修を砿極仙

に受け、，Ｉｉｲ,二部の輪を皿し､良いとされる，,:を爽践し、

,,,:論に,fiIけて安全と安心を提供し、常に選ばれるｲ'２乳

を2,二厳する』]{を癖います．

ｎ分は、ｉｉｊ１ｌﾘ1hｌｘの纏坂i'二Ｊｌさ牧場のかなりな'1M趣ｿ,Ｌ

と言わﾌﾞしている後継識の''１〔俊です。酪農というＩＭＦを

選び１《1きが過ぎ、経街的な'|fなどまだわからない']｢だ

らけで未熟藩ですが、いろいろな'１『に疑ＩｌＩ１を待ち、た

くさんの失敗をＷｊｉみ`nねjtl1ﾘlきってi「きたいと思ってお

ります。

そして、Ilz'|｢と遊びを1,7]'１#に|Ｍくるぐらいの余裕を

持ち、ii1jl1i樹が安心してごくごく飲める蝶卜乳の'１:厳が

}Ⅱ来るように、邸Ｍ;の乳唾を史に向'２(1)米るように鑑

ノルて行くI1i:を秤います。

みんなでがんばりましこう！

"P蚕

平成15年度
目標

平成14年度
現状

0.1万

１４，０万

４.l50u 

８．８５００ 

3.25％ 

ｌ３－ＯＯ９ｈ 

''二ｉｉｉ数

体細胞数

Ｆ％ 

ＳＮＦ％ 

Ｐ賂

全[Ａ１形

０．１〃

１４．６万

.LO91b 

8.8206 

3.240m 

12.920,, 

|最重点目標や平成15年度
目標

平成14年度
現状

0.1〃生ｉＭｉ数０.`l〃

|最重点目標秒 28.5刀

4.11％ 

８．８１００ 

3.2706 

12.920。

20.0万

`し10％

8.9096 

3.30｡(」

'3.0090 

体細胞数

Ｆ％ 

ＳＮＦ％ 

Ｐ先

全[制形

乳牛の管理で昨年の12月から今年の２月にかけて事故

が多く、分娩前後の慣らし給与､分娩後のカルシウム・

ビタミンを補給してやるなど、牛を観察する時間がと

ても重要な事に気付きました。現在では以前よりも多

くの時間をかけて、目標を持って観察しています。

ＩＦ勇

搾乳は自分が担当しており、特に力を入れている点は

①ライナーなどの交換は,じず3カ月半毎に交換している

②自動離脱装置を補助的な感覚でしか捕らえておらず
なるべく早く外す様に実践している

③プレデイッピングとポストディッピングを実践している

基本的な事項を日常の作業の中に習慣付ければ、面

倒くさいという毒もなくなる。これがポイント！
！ 

０ 

＝■ 

⑭JRTn 

寵
己

騨議篝,墓
2 

凶

当牧場で私が一番熱を入れている管理

1２ 

平成14年度
現状

平成15年度
目標

生繭数0.4ﾉｊ0.1ﾉｺﾞ’
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青年部副部長総見鯉

心
に
柚
い
た
夢
は
、

必
ず
実
現
す
る
。

北
海
越
雛
焼
識
牢
抑
焔
鎚
会

乘
ユ
＋
｜
画
室
咽
鐸
《
抑
恥

膿政･組織研究委員長筒ﾉﾄﾞ辰 Ⅷ 

霧 ■
Ｐ
 

1「卯ばか
1；そしれと緋
ののてて思い
炎総いるわ部
杉会まもオし典
がのすのまに
ｉｊ１ｌ１・ですは
オフで谷があ
JiLT［１奇ま
ま成、地’）
し卜組1天馴
た［几Ｉ友ＴＩ了染
・年と脇み
十度Ｌとが
ｌｊＬｌのてとを
イド各参IIPぃ

平
成
十
五
年
四
月
一
一
十
四
日
嗣
、
根
室

地
区
農
協
青
年
部
連
絡
協
議
会
の
第
五
十

一
一
回
通
常
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
だ
ち
、
㈲
サ
ク
セ
ス
・
フ
ァ

ミ
リ
ー
北
海
道
代
表
取
締
役
の
川
悔
艦
秀

氏
に
よ
る
「
成
功
す
る
た
め
の
心
構
え
」
、

心
に
州
い
た
夢
は
必
ず
実
塊
す
る
と
い
う

テ
ー
マ
で
淋
淡
が
あ
り
ま
し
た
。
術
演
で

四
月
二
日
、
札
幌
全
日
空
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、
第
五
十
二
回
定
期
総
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

Ｆ可
巴

ロ
ー
ル
バ
ッ
ク
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
見
事
、
最
優
秀
賞
を
獲
得
ノ

行
年
●
部
の
順
位
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
れ

乍
繭
数
部
門
に
て
、
根
室
と
川
挙
の
一
位

〈
○
・
一
一
．
几
）
と
な
り
ま
し
た
。
残
念
な

が
ら
体
細
胞
部
門
で
は
几
位
（
二
川
・
八

八
）
と
な
り
ま
し
た
。
一
位
と
は
二
・
凡

一
の
差
で
し
た
。
一
人
ひ
と
り
の
努
刀
で

ま

た
■ 

１
月
Ｉ
Ⅱ
に
作
川
成
し
た
ロ
ー
ル
ハ
ッ
ク

ば
、
農
協
ま
た
は
、
勝
内
の
レ
ベ
ル

lJjれにＪ１父年 でうヒビエ1Ｋは
会、収イド決度，称し点げ、１１１、
し多支度算１F波たにて６は成
ま数ｆｌ「報業の。ああろ、功
しの節業；[了糀あるきも１，Ｗし
たノ1ミ集計とＮｉととらろりな
。認がlilji、肱１２いめののい
の審案平ぴ成うて耶状１，２
６砿ｉｉｉ成に卜こし’１１況大
とさびlllX｜｝LＩとま彰なの

シ
セ
ー
ジ
で
、
風

地
区
行
協
乳
画
改
鱒
肌
へ
励
会
の

匹刃

醐
雌
優
秀
肱
を
鍵
得
。

認
宣
言
鰯

」
孔
が
ゴ
ロ
還
藍
加
年
促
掴
臓
定
｜

…
。
罰
『》

,し

が、 〆

讓譲

ｔ
が
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
良
礎

な
餌
を
化
嵯
し
、
牛
鮮
の
体
調
粁
皿
が
で

き
れ
ば
あ
る
篠
度
、
体
細
胞
を
ｒ
げ
る
こ

し
｜
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
小
標

津
の
汁
年
部
旦
は
集
ま
っ
た
時
に
、
あ
ま

り
ｎ
分
の
家
の
現
況
を
話
さ
な
い
よ
う
に

思
い
ま
す
（
ｎ
分
も
そ
う
で
す
が
…
）
。
も

う
少
し
、
各
ｎ
が
突
っ
込
ん
だ
話
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
も
地
区
背
協
、
木
部
壮
（
々
、
各

行
蛎
に
一
人
ひ
と
り
が
協
力
し
前
年
度
以

ｋ
の
成
絃
、
成
果
を
上
げ
る
こ
と
を
日
標

と
し
、
漏
気
の
あ
る
柄
肋
を
し
て
い
き
た

い
し
｜
思
い
ま
す
。
…
十
二
川
に
行
わ
れ
た

ボ
ウ
リ
ン
グ
入
会
も
一
、
２
位
を
煙
り
ま

し
た
。

１ 

騨
！ 

ｌ魂

|腱
些

蝿

1３ 



青年部長佐々木大輔

I1liili蕊jlif1ilUiIiiiliiilliIillil
年
部
彌

一
番
識
》
し

事
業
報

Ｗｉ 
勢
に

疫
全
な

Ｗ
Ｔ
Ｏ
 

去
るWＴ 

ｆｆ 四
月
二
十
二
日
、
第
五
十
五
回
青

常
総
会
が
開
か
れ
、
十
四
年
度
の

告
、
十
五
年
度
の
事
業
方
針
な
ど

て
い
た
だ
き
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

度
の
方
針
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

農
業
交
渉
な
ど
、
緊
迫
す
る
農
業

対
応
す
る
た
め
、
ま
た
、
安
心
、

農
滞
罐
物
を
い
か
に
洲
徴
蒋
に
ァ

知
識
と
意
識
の
向
上
に
努
め

る
べ
く
委
員
会
体
制
を
一
新
。

とたくてれ部制意上
よいすはまＨ１を搬｜
'）とる、す個一のル
、魁とそが々斬向す
地いいの、のい上る
域まう積金ｒ（た仁か
、すぢみて｝Ⅱし努な
JAL･えｊｎはがまめど＝、

業まをね自１iiiしる、
繩た桂がらえたくｉ１ｉ
の、透組のる‐Ｐ<ｆＦ

１Ｉｉポ灘鰔jl悪1Ｗ

澱鯉蝋＄

熟
年
会
春
期
研
修
旅
行
が
、
四
月
十
五

日
か
ら
十
九
日
ま
で
山
梨
県
石
和
温
泉
、

静
岡
県
長
岡
温
泉
・
伊
東
温
泉
、
神
奈
川

県
箱
根
温
泉
を
四
泊
五
日
の
日
程
で
四
十

三
人
（
男
性
十
四
人
・
女
性
二
十
九
人
）

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

羽腱
111Ｍ１１． 
空前五
港を１１
へノマ、

。ス襲
雨でｌ）
の川寵
[|］発の
、し１ド
ルＩ釧、
１１１路′i二
空空前
港港八
かか１１ケ
ららに

「急

富
士
山
を
眺
め
な
が
ら

伊
豆
・
箱
根
の
旅
。

た年部つけり流
理ｌＭｆｉｉｉＩ１部下いをｊ１て役オしを仁

部成と皿の行旦ば迦も
Ｊ１Ｐｌｌ長１２１．忠し協き会とじ徹

｛ｉいてノ」たと：・て恢
１１１１二筒藤臘１１Ｗ佐年ま被がいしえ、的
ﾋｨﾊｉル１%（ｌｌｌｊ[ｉ々度す極不とまて’|iIlに
秀iMi辰柳,’水・的可琴しい々」1（
1ﾘＩ彦山樹１Ｗ努人役な欠えてまのり

・Ilillii〔参でてもす祝ポⅡ
鵬’'１，(Ｈ繍加あお、。野み
ル林橘几をりり新６，
ノイ誠作おままイ'二広仲
ｉｆｉ１ｆｌＭｌＩＭＬ’11〔すす度げ'１１１

い･が頑てづ
し‐、張行く

趣を’'’十ゴリ’１１めⅡ〔
の+即し分１．？；ｒのなル（
滝上雛てＩＩｉ１ｉ／（。満が棚
､'１で禰八Il|ＩＩ１ら心
ｨｉ、几１：の、の、の
廊今る’'’’'’’１ﾘｌＩｌｌ１ｌ１１的

噛珊Iiｻﾞﾄｾﾞﾋﾞ繩
鱗鮒,艫：雛
しにかに、せが路を
、恋も到河午らをＪｌｉ
ｒま。耕l１ｉｉｉｉホ迦窓
|Ⅱれ。湖八テリか
海て適を時ルＩ閉ら
'|’浄当経三に尼Ｉｌｊｌｊ

ｌＰ、

公
胤
で
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
、
ア
シ
ヵ
シ
ョ
ー

を
飢
墜
し
午
後
Ⅲ
時
ホ
テ
ル
に
到
杵
。

十
八
Ⅲ
、
午
前
八
時
三
１
分
ホ
テ
ル
の

兄
送
り
を
受
け
、
芦
ノ
湖
へ
。
徒
食
後
、

箱
根
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
で
Ⅲ
項
へ
。
そ
こ
か

ら
の
樹
ｔ
川
も
美
し
く
観
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
雌
後
の
夜
と
な
っ
た
裟
会
で
は
、

皆
さ
ん
歌
と
蹄
り
で
朧
り
し
が
り
、
ま
た

ひ
と
つ
思
い
出
が
聡
え
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

卜
几
Ⅱ
、
箱
根
温
泉
を
後
に
、
小
田
原
を

逆
っ
て
繊
浜
へ
。
中
堆
街
で
樅
食
を
と
り
、

羽
川
空
港
か
ら
釧
路
空
港
に
夕
方
利
濡
し
、

午
後
上
畔
多
く
の
思
い
出
と
沢
山
の
お
ｈ

産
を
持
っ
て
無
躯
、
猯
町
し
ま
し
た
。

Fｿー

ー
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第
一
回
理
事
会
の
経
週

４月の組合円誌 几八ヒノ（ｌｉ．[几］三二一へ｜冊１
，つ、係、組、契、、の、提、、決催

文辿い’ｲくる膿勘ひ約酪各提総（１）第定議Ⅱ
給任て幽堕協供まの農盗出会議五款事時
に理にｆｆ７７総わ虹課金に提案Ｉの項
つ」|＃伴契パ調’ノ新・のつ川に六一、／､|届
いにう約イ定有に帯傭い決つ１両１部成
て対厳のうに限つ産人て塊い』、変一卜
す付解ラつ会い版に１１Ｍて常更五
る命除イい社て苑つ係総に年
退利にンて平課い了Iｻﾞ会つ凹
任忠つミ成」し|［て類勝ｌい）］
慰のいル＋輔の催て＿
労’iilfて力１１リ艦｜」}
令減’年１１「縄
の仁に１挺スヘと［」

新採用職員オリエンテーション

女性部第１回役員支部長会議

役員推薦会議

棚卸精査

青年部監査

食品ｶﾛｴ交流部会役員会

乳牛改良同志会役員会

酪対乳質向上委員会

女性部50周年記念事業準備委

員会

第１回酪膿ヘルパー利用組合

役員会

中央会藍杳

第２回食品ｶﾛｴ交流部会総会

原種農場運営委員会

第１回生蔭委員会

１日

２日

３日

４日

７日

８日

９日

１１日

１４日

八六一ⅡVⅡ＝二ヘハ｜、Ｉ．
、締、､い、肋、結、つ農、報に、協農一
役結原タピて！}［会１１１果平い家7Ｆ告lJL1平議協、役
職に砿亡成収標に成ての成事１〈成事経第員
１１つ艇’卜十文ｉ１ｋつＩ透十項期十項常五膜
ｉｉｊＬい場の１Jリ決Iil]、い［u］定１１Ｖ報Ｙｉｖ長次ＩＷｉ
察て牧Ｂ年算盤てイド並年Ｉｌｆ年期地昔
研草Ｓ度に脇度び度に三ｉ汁域の
修地Ｅ４１三つ家乳に乳つ）］HIii膿選
にイ１１検乳い否ｌｉｒ乳質い＊に業１１１
つI1jTfiE生て伝改質故て組つ振縦
い蕊に産染蒋改糠勘い興藤
て賃つ状病」l寺灘亜状て計に
契い況淘励対点況画つ
約てに汰会策指１１２及い
のっ瓦のに禅ぴぴて

匂

１５Ｅ 

１６Ｅ 

１７Ｅ 

１８Ｅ 

２１Ｅ 

２２Ｅ 

第１回営農委員会

第１回理事会

第55回青年部通常総会

自治監査

酪農ヘルパー利用組合監査

中標津町和牛振興会役員会

農薬使用基準打ち合わせ

第１回熟年会役員会

家畜改良課発情発見システム

説明会

馬事同志会役員会

第14回酪農ヘルパー利用組合

通常総会

乳検組合監査

畑作事業説明会

23日

24B 

25B 

26B 

27B 

－へ－－へ［Jリニーニ・へ閲

い燭、い、報て、つ、協、て、つ゛つ、決腿
て状』て乎告総い談議谷総い艦い平議U
３ｌＬＡ成事会て樂事極全て，ｌｆて成事時
にパ卜項｜ilj説項交提か－１－項

'劉ヲW…：Ｍ１桝蝋易１１…臘

蕊ｌＵｉｌＬＩ鰯
と’７%しにⅡに提結’１
に：につＪFＩＩつ｛[｝Ⅱし
つ締ついにい仁に

【

第
二
回
理
事
会
の
経
過

30日

乱

よ】IIJつう五
う気のて。Ｘ月
･温恐低低気
、北温気は
隣がと圧IiH
水あなのｌＵ１
ｌＩｔるる迦的
とで時過に
もし！U１後変
平よがにわ
イドうぁ遮る
１ｋ゜’）気で
で、がし
し１Mh入よ

Ｍ１ずう七

か気つ゜犬月
多ｊＭ〈ｌｉｉＪ抗
いは時線は
で』ｉｆＩＵｊの，制
しイ'二が影！(１１
蛍並あ騨的
う、るを仁
・峰で受変
′|くしけわ
Ｉｌｔよ尺る
はう気で、
１尾・のし
年 ぐよ

う棚は女(
よ気ｉｉＩ蔚月
し天六

ＩＴＩ 

予
想
さ
れ
る
月
別
の
天
候
経
過

三
カ
月

こ
の
期
間
の
平
均
気
温
、
降
水
壯

は
、
と
も
に
平
年
帷
で
し
ょ
う
。

ｓ
力
層
予
報

予
想
さ
れ
る
向
こ
う
一
一
一
カ
月
の
天
候

し 」
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「
二'

;`影一塞電逼璽xＬ
Ⅱ 行
・
撒
軸
、
升
戴
擢
野
鰭
礁
誌
國
簡
叩
・
諭
鯖
、
謙
曄
佇
回
贈
溢
謙
日
鑑
諭

、
Ⅱ
宅
八
，
、
・
両
。
”
一
一
・
曲
３
＃
Ⅱ
塩
～
、

■ 
■ ‐

■
 

，昭和40年、当時サラリーマンの人達もマイカーを買える

‐時代に入り、写真の車パブリカ１号車を購入しました。
●■ 

・昭和36年３月に中標津にトヨタiパブリカの営業所が開設・

になり、昭和46年(二現在のトヨタカローヲに社名変更に

いなりました｡,その後、パブリカから昭和47年にガローラ

1300.Ｃｌ号車に乗り替えました。あの時代の道路はひど．
いもので、春先が特に悪く、ソロバン道路といわれ、車a． 

・のいたみも早力､うたものでした。、.

■ 

－ 

１ 

Ｕ 

ﾛ 

写真提供,藤井・弘美氏ｑ 

■ 

■l 

■ 

｡ 

１
０
。

、
■
ｌ
］
日
町
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